
企業に期待する事

～横浜市の取組から見える住民ニーズについて～

横浜市医療局 がん・疾病対策課

保下 真由美



１ 横浜市の取組

２ 住民のニーズ

３ 企業の皆様に期待すること

本日の内容



１ 横浜市の取組

横浜市はココ！
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▶横浜市の人口・高齢者の状況

（平成31年3月末現在 ※括弧内は前年同月比）

＜行政区ごとの高齢化率の状況＞

※住民基本台帳（外国人登録含む）ベース（政策局統計情報課公表データ）を集計したもの。

人口総数 3,745,377人 （＋ 9,611人）

高齢者計 911,658人 （＋10,023人）

内
訳

65～74歳 446,357人 （▲ 9,569人）

75歳～ 465,301人 （＋19,592人）

高齢化率 24.3% （＋0.2％）

上位 下位

１位 栄区 30.8% 18位 都筑区 17.1%

２位 金沢区 29.3% 17位 港北区 19.7%

３位 旭区 29.0% 16位 西区 19.8%



▶将来人口推計

人口のピーク（中位推計）
2019年 373万人

出典：横浜市中期4か年計画2018～2021
5



▶３区分人口の割合

6



7

人口減少・超高齢化・多死社会

在宅医療の需要増

市内での地域差

１８区ごとにデータを見比べると、
人口のピーク、後期高齢者の比率、死亡者数、
医療需要、看取りの数など地域差がある。

区ごとのデータ分析・施策が重要

▶横浜市の現状



【参考】地域を支える・地域をつくる
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出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング資料

出所）三菱UFJリサ－チ＆コンサルティング「地域包括ケアシステムの構築に資する新しい介護予防・日常生活支援総合事業等の推進のための総合
的な市町村職員に対する研修プログラムの開発及び普及に関する調査研究事業報告書」 、平成28年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

住んでいる人の数だけ「自分らしい暮らし」があります。人の暮らしの中には「地域」があり、
支え・支えられながら誰もが生活しています。

地域を支えるのは、自治会町内会や地区社協等の地縁団体に限りません。民間企業等も、
地域住民の生活を支え地域をつくる、重要な構成員だと捉える必要

があります。



▶「地域づくり」のイメージ

目指す地域の状態像

課題解決に向けた働きかけ

（協議体）

地域と専門職の目指す地域像が一致

専門職による地域アセスメント

（推進体制の構築）



▶行政の役割

行政の
役割

方向性を示す
• 横浜型地域包括ケア
システム構築のため
の区行動指針策定

体制を作る

場の設定をする

・推進体制の明確化
・協議体の設置

・連絡会等開催
・既存の会議体の活用
・多職種の出会いの場の設定
・研修等の機会の活用



▶方向性を示す （よこはま地域包括ケア計画）

11

高齢者に関する保健福祉事業や介護保険制度の
総合的な計画

“横浜型地域包括ケアシステム”の構築を

進めるための計画

団塊の世代全員が75歳以上となる“2025年”
を見据えて、目指すべき将来像を設定

介護需要等から介護保険料を推計

“地域共生社会”の実現に向けて、他分野と

の協働のもとに計画を推進

「横浜市地域福祉保健計画」や「よこはま保健
医療プラン」など関連計画と調和のとれたもの
として策定

３年ごとに計画を策定
本計画は、第７期計画（平成30～32年度）

横浜市地域福祉保健計画

健康横浜２１

よこはま保健医療プラン

横浜市障害者プラン

横浜市高齢者居住安定確保計画

地域づくり

健康づくり

在宅医療
在宅介護

住まい

よこはま地域包括ケア計画

介護保険事業計画老人福祉計画
調和

区行動指針の概要を掲載



▶方向性を示す（区ごとの行動指針）

見守り

役割り

支え

あい
安心

つな

がり

生き

がい



【参考】



▶体制を作る （基本的な推進体制の柱）

地 域 ケ ア プ ラ ザ

区 役 所 区社会福祉協議会

市 役 所 市社会福祉協議会

第２層生活支援コーディネーター

第１層生活支援
コーディネーター

141名

18名



第２層生活支援コーディネーター

地域包括支援センター
ケアマネジャー

医 療
介 護

病気になったら・・・
介護が必要になったら・・・

いつまでも
元気で暮らす
ために・・・

生活支援・
介護予防

強
化

区役所
区社会福祉
協議会

連携・協力

地域包括ケアシステムの、「生活支援・介護予防」を強化するため、自治
会町内会・ボランティア団体・ＮＰＯ・民間企業など多様な主体と連携し、
生活支援の担い手づくりや、新たな活動に対して、支援します！

住まい

ＮＰＯ
・民間企業

自治会町内会
・ボランティア団体

日常生活圏域（地域ケアプラザ）

生活支援コーディネーター



２ 住民のニーズ
▶生活場面

住民の
ニーズ

居場所
• 役割りをもって参加
• 徒歩で通える事
• 男性の参加しやすさ

移動手段

日常生活の支援

・病院等への通院
・一人での外出の不安
・車がないと移動困難

・お店が遠く不便
・荷物が重くて持って
帰れない



▶医療・介護等の場面

住民の
ニーズ

情報

• 必要な情報が欲しい
• 身近な場所で情報を
得たい
・ICTの活用

相談

支援

・気軽に相談したい
・相談窓口はどこか
・専門家に相談したい

・非常時に支援が欲しい
・健康状態を維持したい
・専門家から学びたい



【参考】生活支援Ｃｏの活動のイメージ

資料：三菱ＵＦＪリサーチ&コンサルティング「新しい総合事業における移行戦略のポイント解説（概要版）」



場の
提供

３ 民間企業の皆様に期待すること

物の
活用

人材

アイディア 情 報

ぜひ、協議体への参加や行政等へのご提案をお待ち
しています。一緒に地域づくりをしていきましょう。



ご清聴ありがとうございました
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